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(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し 

  ア 定員充足の見込み 

    │ ♠כꜝ◓ ꜝ▬ⱪ♠▫ⱥ ⱬ♬☻

ꜚ♩꜠ⱥ♩ ⅜ ≤⌂∫≡ ∆╢♄Ⱪꜟכꜞ◓▫♦ה ┘☺ꜛ▬

fi♩כꜞ◓▫♦ה─ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№╢₈ ⌂ ⌐ ∆╢

ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⌐ ₈ ₉∆⌂╦∟ ╩ ⇔⌂™ ≤⇔≡ 2010

╟╡ ⇔≡⅝√⁹ ♠כꜝ◓ה ◘☻♥▬♫ⱦꜞ♥▫

₈ ₉≤™℮⁹ │ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ≤∆╢☺ꜛ▬fi♩ה

 ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№╢⁹כꜞ◓▫♦

ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐╟╡ 2010 ╟╡ ─ ♠כꜝ◓╩ ⅛╠

┼ ↑ ╣≡™╢ ⅛╠ ─ ⅜ ╕╣╢⁹↓─↓≤

╩ ╕ⅎ ╩ ⌐⅔™≡ ⌐ ⌂ ╩

⌐ ≢⅝╢ ─ ⌐∆╢≤─ ─ ─ ╩

≤∆╢ ♠כꜝ◓ ≤ ⇔≡ ⇔√⁹ 

─ │ ─ ⌐ ╡⅜ ∂⌂™╟℮ ⌐

≢ ⇔ ∆╢╟℮ ∆╢⁹ 

─ │ ⌐ ╕╠∏ ♠כꜝ◓ ≤─ ≢

╩ ⇔ ╩ ∆╢↓≤╩ ∆╙─≢№╢⁹∕↓≢ ↓╣

╕≢─ ╩ ╕ⅎ ─ ╩ ≤ ⇔ ╩ⱱ

ⱶכ ≤⇔ ♠כꜝ◓ ╩ ≤∆╢ ⅜ ♠כꜝ◓ ╩ⱱ

ⱶכ ≤⇔ ╩ ≤∆╢ ⅜ ≤∆╢⁹ 

─ │ ≢№╡ ─ ⇔ ╩ ╕ⅎ╢≤

╩ ⇔ ⌂ ⅜ ≢⅝╢≤ ∆╢⁹╕√ ─ ⌐⅔™≡

│ ∏≈≢№╡ ♠כꜝ◓≥ ≤─ ≢ⱱכⱶ ≤∆╢

─ ⌐ ⅝⌂ ╡│ ∂⌂™⁹ 
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イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要（広島大学） 

ה ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡│ ⌐ ⱪ꜡◓ꜝⱶ

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ≢ ⅛╠ ─ ⌐ ⇔√ ≤

꜠ⱬꜟ─ ╩ ∆╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

─ ╖⌐ √∫≡│ ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ⌐

⅛╠ ⇔√ ─℮∟ ─ ≢ ▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiה

ⱳꜞ◦כ⌐ →╢ ╛ ┘∕╣⌐ ⌂ ╩ ∟ ⌐

╩ √∆≤ ↕╣╢ ╩ ⌐ ─ ╩ ─

╩ ⇔√≤↓╤ ⅛╠ ⇔√™≤─ ⅜№∫√⁹  

↓─↓≤⅛╠ ⅜ ↕╣√ │ ╩ √∆ ⌂

⅜ ╕╣╢⁹ 

╕√ ≢│ ₈ ₉ integrated thinking ₈ ₉

(global vision)₈ ₉(cooperative action)╩ ≤⇔≡

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi─√╘─ ─ ≤ ꜞⱬꜝꜟ▪כ♠ ⌐ ⇔

√ ╩ ℮↓≤≢ ╛ ╛ ─ ™╩ ⅎ≡

⌂ ⅛╠ ╩ ⅎ ─ ╛ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢√╘─

≤ ╩ ╦∑ ≈ ה ⌂ ╩ ∆╢

40 ╩ 30 ⌐ ⇔≡™╢⁹

≢│ ╩ ≤⇔ ₁⌂ ─ ⅜ ⌐ ┬↓≤≢

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ™─ ╩ ╘ ℮ ∕⇔≡

≢ ╘╠╣╢ ≤ ↕╠⌐ ╩ ⌐ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢

≤⇔≡™╢⁹ ⌐ ╩ ≤∆╢ ⌐≈™≡│ ⌐

─ ╩ ≤⇔≡™╢↓≤╙ ≢№╢⁹ 

⌂ ≢│ ╩ ∆╢ ─℮∟ ╛ ╛

─ ™╩ ⅎ≡ ⌂ ⅛╠ ╩ ⅎ ─ ╛ ╩

∆ ⅜ ╩ ⇔≡ↄ╢↓≤⅜ ╕╣╢⁹ 

╟∫≡ ⌐ ╩ ≢⅝╢ ╖─√╘ │ ≢⅝╢⁹ 

ウ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要（グラーツ大学） 

₈ה ⌂ ⌐ ∆╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⌐⅔↑╢◓ꜝכ♠

⅛╠─ ╣─ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

䠉 2 䠉



 

 

年度 2015 2016 2017 2018 2019 

当該プログラムでの本学全体の

受入人数 

1 人 4 人 4 人 2 人 3 人

うちグラーツ大学からの 

受入人数 

1 人 1 人 2 人 2 人 2 人

 

     ⱪ꜡◓ꜝⱶ⅛╠ ─ ╣ ╩ ≤ ⇔≡™╢√

╘ ♠כꜝ◓ ⅛╠│ ⇔≡ ⅜ ⌐ ⌐

⇔≡™╢⅜ ♠כꜝ◓ ⅛╠ ┼─ │ 10 ™╢⁹ 

╕√ ─ ⌐╟╡ ↓╣╕≢─₈ ₉⅛╠ ₈

₉⌐∕─ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ≤™℮ ─

ⱷꜞ♇♩⅜ ∆╢√╘ ┼─ ─ ⅜ ╕╣╢⁹ 

╟∫≡ ⌐ ╩ ≢⅝╢ ╖─√╘ │ ≢⅝╢⁹ 

 

  エ 学生納付金の設定の考え方 

∕╣∙╣ ⅝╩ ∫√ ⌐ ⇔≡ ─ ≤ ─

ה ╩ ⇔ ─ ה │ ≤∆╢⁹ 

⌂⅔ ⌐ ⅝╩ ∫√ ─ │ 817,800

535,800 282,000 ≢№╡ ─ ≤ ≢

№╢⁹ 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

─ ⅜ ╘╠╣√ ⌐│ ♠כꜝ◓ ≤ ⌐ ⌐ ↑√

╩ ℮⁹ ⌐│ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

(a)►▼Ⱪ◘▬♩ ⌐╟╢  

⌐⅔™≡ ─►▼Ⱪ◘▬♩╩ ⇔ ⱪ꜡◓ꜝⱶ

↕╣╢ ™ ╦∑

─ ╩ ℮⁹╕√ ╩♩♇꜠ⱨכꜞ─ ⇔ ⌐

∆╢⁹ 

 

(b) ↑─ ≢─  

≢│ ─ ⌐ ⇔√ ─№╢ ╩ ⌐ ─

╩ ⇔ ⌐╟╢ ⌐≈™≡ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 
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(c) ≢─ ─  

│ ⌐ ⅜ ╘╠╣≡™╢ ⌂ ⌐ ∆╢ⱪ

꜡◓ꜝⱶ≢№╢↓≤⌐ ⅎ ♠כꜝ◓ ≤─☺ꜛ▬fi♩כꜞ◓▫♦הⱪ꜡◓

ꜝⱶ≢№╢↓≤⅛╠ ─ ╛ ⌐╙ ─ ™ ⅜™╢≤ ⅎ╠

╣╢⁹∕─√╘ ⅎ┌ ○ⱨ▫☻≢ ╩ ∆╢

─ ╩ ╛∆ ╙ ∆╢⁹ 

 

 

(2) 人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

≢│ SDGs ⌐ ↑√ ≤ ─ ─ ≤╡╦↑ ─

⌐ ⇔≡ ⌐⅔↑╢ ╩ ⌐⇔ ▪ⱪ꜡כ♅≢

╛ ╩ ≢⅝╢ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ה ה

NGO ⌐⅔™≡ ≤ ≢⅝╢ ™◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ╩

⇔ ⌂ ≢ ™ Employability ╩ ≢⅝╢ ╩

∆╢⁹ 

 

② 上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観

的な根拠 

  （社会的な人材需要の動向等） 

21 ⌐⌂∫≡ 20 ↄ⅜ ∫√ │ ⅝⌂ ⌐ ⇔≡™╢⁹

ꜟⱣכ꜡◓ ╛ ─ │ ─ ╩╙√╠

⇔√⁹ ≢ ─ ─ ⌂≥

─ │ ↕╩ ⇔≡™╢⁹∕─ ─ ≤ ⅜

╩ ↕∑ ↄ─ ╩ ╗⌂≥ ─ ╩ ℮™╙─⌐

⇔≡™╢⁹↓─╟℮⌂ ─ 2015 ◒כꜜכꜙ♬⌐ ≢ ─₈



 

─ ╩ ∆ₐSociety5.0ₑ─ │ SDGs ─ ⌐ ↑√ ─

≈≤⌂╢⁹ₐSociety5.0ₑ╩ ⌐ ⇔≡™ↄ↓≤│ ⅜ ─ ≤

⇔≡ ⌐⅔↑╢ SDGs ─ ⌐ ∆╢₉≤⇔≡™╢⁹ 

─ ⌂ ⌐ ™ ─ ⌐ ⅜ ╘╠╣╢ ╙

⇔≡™╢⁹ ⅜ ⇔ ⅜ ⅎ╢ ⅜

⇔≡™╢ ─ ꜟⱣכ꜡◓≤⌂ ─ ─ ⅜ ⇔≈

≈№╢ ⌐№∫≡ ה ─ ⅛╠│ ╛ ≤ ה

⇔≡ ∆═⅝ ╩ ⇔ ─ ─√╘⌐ ∆╢ ↕╠⌐│

─ ⌐⅔↑╢ ─ ╛ ⇔™ ─ ╩╙√╠∆ ⅜ ≤↕

╣≡™╢⁹ 

SDG 4.7 ⌐│ ₈2030 ╕≢⌐ ⌂ ─√╘─ ┘ ⌂

ꜝ▬ⱨ☻♃▬ꜟ ─ ┘ ─ הꜟⱣכ꜡◓

◦♅☼fi◦♇ⱪ ≤ ─ ⌂ ┼─ ─ ─ ╩

⇔≡ ≡─ ⅜ ⌂ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂ ┘ ╩

≢⅝╢╟℮⌐∆╢⁹₉≤─ ⅜ →╠╣≡™╢⁹╕√ ⅜ ─ SDGs

⅜ ⇔√₈SDGs ₉ ⌐╙ ₈SDGs ─ ╩ ℮

─ ₉⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⅜ ℮ ⌂ ─ ≈│ ─

╩ ∆╢↓≤≢№╡ ⌂ ─ ⌐ ⌂ ─ │

≢№╢⁹ 

   ─ ∆╢ SDGs │ 2030 ╕≢≤™℮ ╩ ™√ ─

≢№╡ √⌂ ≢№╢⁹ 

   2017 ⌐ ─ ₈ ⌂ (SDGs)─

⌐ ↑≡ ─ ⅜ √∆═⅝ ₉≢│ ⌐⅔↑╢ SDGs ─

≤ ─ ╡ ╖─ ≢ ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ⇔ ≤

─ ╩ ⇔√℮ⅎ≢ ╩ ╢↓≤─≢⅝╢ ╩ ∆

╢↓≤⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╢ ≤ ═╠╣≡™╢⁹ 

   ╘╠╣√ ⌐ ╩ ⇔ ∕─ ╙ ⇔≡™ↄ√╘─ ─ ⅜

╘╠╣≡⅔╡ ╩☼כ♬⌂ ∆╢ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 
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